
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 保健係

①事務事業の概要

S56 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

２５年度 ２６年度 ２７年度
伍和診療所 7.5 7.5 7.3

智里東診療所 5 5.1 4.8

浪合診療所 17.2 16.6 15.5

清内路診療所 3.7 3.1 3.2

智里西診療所 1.5 1.5 0.7

項目 金額 項目 金額 項目 金額

伍和診療所 3,719 智里西診療所 1,846
智里東診療所 1,916
浪合診療所 60,958

清内路診療所 9,241

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 85,381 81,652 77,680 83,000 83,000

うち一般財源 40,502 32,004 31,023 37,206 37,206

うち補助金 7,773 13,293 13,566 13,000 13,000

うち個人負担 37,106 36,355 33,091 32,794 32,794

正規職員 3 3 3 3 3

臨時職員 3 3 3 3 3

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 c

b

a

b

有効性 C

効率性 a

c

公平性 受益者負担は適切か B

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 各地区の方々や審議会等で協議する中で、将来を踏まえた今後の診療所のあり方を考えていく

智里、清内路の各診療所については、現状１時間の診療時間となっており、施設の老朽化や経費も
含め、このままの状態で住民の要望に応えられるのか検討が必要

C

多くの方に利用してもらえるよう、啓発する

各地区に診療所あり、一定の効果は認められる

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

現在は他へ移管する余地はない

C

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

妥当である

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉、健康、医療の充実／医療体制の充実

C

余地なし

診療所の診療時間等検討していく必要がある

判定理由

ニーズは高いが受診者は固定しつつある

診療所のあり方を考える必要がある

各診療所１日平均受診者数 （人）

関連する主な計画等

(人)
従事職員

実績・効果

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

診療所運営

総合計画での位置づけ

国民健康保険法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 一週間の日数や時間は違うが、伍和診療所、智里東診療所、浪合診療所、上清内路診療所、下清内
路診療所、智里西診療所において診療を実施

根拠法

村民

実施目的 国民健康保険その他社会保険の主旨に基づき診療を行い、国民健康保険事業を円滑に実施するこ
と
本村における保健施設の中核として公衆衛生の向上及び増進に寄与すること

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


